
的意義｡岩波 ｢生物科学｣26(4):169-174｡

5) 江原昭善 (1974):ゲラダヒヒについて｡平凡社ア

ニマ 19:22-23｡

6) 江原昭善 (1974):人析- ホモサビェ ソスへの道｡

NHKブックス.

7) 和田一雄 (1974):オットセイの起源に関する-読

論 (Ⅰ)｡海洋科学 6(11･12):

8) 和田一雄 (1975):オットセイの起掛 こ関する-読

論 (刀)海洋科学 7(1･2):

論 文

1) Nozawa,Hリ T.Shotake and Y.Ohkura

(1975):Bl∞d protein polymorpbisms and

populationstructureofthejapanesemacaque,

Macaca fuscatafuscata in lsozymes IV.

GeneticsandEvolution,ed.C.L Markert,

AcademicPress,pp.225-241.

2) Shotake,T.andK.Nozawa(1974):Genetic

polymorphismsinbloodproteinsinthetroops

ofjapanesemacaques.Macacafuscata:I.

Cytoplasmicmalatedehydrogenasepolymor-

phisminMacacafuscataandothernon-human

prlmateS.PTimates.15:219-226.

3) Shotake.T.(1974):Geneticpolymorphismsof

blood proteinsin the troops of Japanese

macaques,Macacafuscata:ⅠⅠ.Erythr∝yte

lactate dehydrogenase polymorphism in

Macacafuscata.Pyimafes,15:297-303.

4) Shotake,T.andY.Obkura(1975):Genetic

polymorphismsofbloodproteinsinthetroops

ofjapanesemacaques.Macacafuscata:Ill.

Erythrocyte carbonic anhydrase polymor-

phisminMacacafuscata.Primates.16:17122.

5) 江原昭苛 (1975):愛知県西春日井郡清洲町朝 日追

跡山土人′馴こついて｡愛知県教育委員会編｡

6) 山平 トモ ･江原昭善 (1975):ヒトを含む霊長塀手

串 ･足瓜の触覚神経終末 (特に Mei.en号r小体およ

びVater･Pacini小体)の分布密度の比較.岐阜大

･医学部紀要 23(1)0

7) 和田一雄 (1974):日本のラッコ･オットセイ狐託

の変遷と資況管理論の成立過程｡北海道史研究 3:

15-280

報 告 そ の 他

1) 西部鼠達 (1974):サルの コミュニケーション一生

態のはなし-エレクトロニクス,pP･1084-10880

学 会 発 表

1) 血液蛋白変異によるMacaca屈サルの超間比較｡

野沢 謙 ･庄武孝義 ･大倉よし子

北島正子 ･田名部雄一

第19回プリマーチス研究会 (1975)

2) Geneticvariationswithinandbetweentr∞ps

ofMacacafuscaia/uscata.

Nozawa,K..T.Shotake,Y.Ohkura.

M.KitajimaandY.Tanabe

5thCong.Inr.prim.Soc.(1974)

3) AfixedstateofthePGM量a11eleinthepopu･

1ationofMacacafuscatayakui.

Shotake,TりY.OhkuraandK.Nozawa.

5thCong.Int.Prim.S∝.(1974)

4) 1)スザル (SGimirisciurca)の血按蛋白TIの退伝

的変異

庄武挙式 ･大倉よし子 ･野沢 誹
餌19回プt)マーチス研究会 (1975)

5) 頭部支持践偶との関連からみた琉Ei部キ7,-ゼ

江 原 昭 手

折28回日本人焔学会 (1974)

6) 旧世界ザルの問説骨にみられる形態変苑

江 以 昭 笹

約19回プリマーチス研究会 (1975)

7) 志究A群の年間体盃変化 (予報)

和田一雄 ･常田英士 ･池田よし子

節19回プリマーチス研究会 (1975)

8) ThegroupcllaraCteristicsofw0011ymonkeys

(LagothrixZagothTica)intheupperAmazonian
basin.

AkisatoNishimura& Koseilzawa

5thCone.Int.prim.Soc.(1974)

生活研究部Fl

杉山率九 ･小山班樹

田中二郎 ･大沢秀行

研 究 概 要

1) ニホ./ザル個体群生態学的研究

杉山幸九 ･小山直樹 ･大沢秀行

1. 霊仙山生息ニホソザル地域個体群の動潜｡餌付け

を放棄した2つの野生群の全個体標識識別を遊脚 こ,

餌付け期間中と対比させながら人口学的研究を進めて

きた｡

2. 嵐山生息ニホンザルの個体群動態｡全個体に関す

る出産 ･死亡 ･離脱などの資料の収巣と分析をおこな
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い,個体群動態耶lDJにとりくんできた.

3.7.'fJ崎Il也瓜ニホソザルのm体即効!B.ポピュレー

ション･センサスとサソブル班孤氾跡によって,m作

耶桝造の人口学的耶析な進めてきた く変苑部門四価疏

過と兆同)｡

2) ェチオビア稲田におけるゲラ〆ヒヒの托余生依学的

研究

大 沢 秀 行

昭和48年5月より10カ月間にわたって宍地調査した成

果を個体群生態学的観点からまとめてきた.整理は一段

指したので,継続調査のため昭和50年7月再度現地へ向

かった.

3)m人gilg,狩抑採iJS民 ･遊牧民の生態学的研究

田 中 二 郎

ホミニゼーシ日ソの過程における生活様式と社会の役

元を目的として,昭和49年7月より1年間,タンザニア

でチ･/バソジー,ボツワナでプッシー-7ソ,ザイールで

ピグミー,ケニアでレンディーレ,サンプル,ツルカナ

冨乃族の生態を調並してきた｡

報 告 そ の 他

1) 掛 目率九 (釈)(1974):人mの出現 (A･コル トラ

ソト署)｡皿Fll.L社,刀工京.

2) 軌 U串九 (1975):森林限界のサルーヒマラヤラソ

グールの生態を探る｡アニマ22:32-41.

3) 鈴木孝夫 ･日馬放隆 ･杉山辛丸 (1975):言語の発

生をめ(･って一動物のことばと人間のことば.言語

4:578-610.

学 会 発 表

1) 霊仙山生息ニホソザルの個体群励磁

杉山率九 ･大沢秀行

約21回日本生態学会大会 (1974)

2)榊 寺山生息ニホソザルの生命衣

増井意一 ･杉山亭九

四邸厨達 ･大沢秀行

第21回日本生態学会大会 (1974)

3) ニホソザルル1山群の個体数変動

小山直樹 ･乗越鰭司

只野背三

筋21回日本生倍学会大会 (1974)

4) LifeHistoryofMaleJapaneseMacaquesat

Ryozenyama.

Y.Sugiyama& H.Ohsawa

5thCone.Int.prim.Soc.(1974)

5) LifeTableorJapaneseMonkeysatTakasaki･

yama(PreliminaryReport).

K.Masui.Y.Sugiyama,

A.Nishimura也 H.Ohsawa

5thCong.Int.prim.S∝.(1974)

6) PopulationDynamicsofJapaneseMonkeysat

Arashiyama.

N.Koy.1m'1.K.Norikoshi& T.Mano

5thCong.Int.prim.S∝.(1974)
7) GroupShiftingandS∝ia1Organizationamong

JapaneseMonkeys.

K.Norikoshi& N.Koyama

5thCong.Int.prim.Soc.(1974)

8) S∝ialStructureoftheGeladaBab∞n-Studies

oftlleGe】adaS∝iety川.

H.Ohsawa良 M.Kawai

5thCong.Int.Prim.S∝.(1974)
9)榊 糾 也 瓜ニホンザルの標識追跡による胴体群動態

杉山宰九 ･四呼既達

大沢秀行･村井;正一

約19回プ1)マチス研究会 (1975)

10)ゲラダヒヒの-ード柄戊の動態

大 沢 秀 行

m19回ブ1)マチス研究会 (1925)

生理研究部門

大沢 折 ･大凸 約

日)[文夫 ･林 誠治

研 究 概 要

1) 体温調節反応の比較生理学的研究

大沢 折 ･口付文夫

原 文江l)

各紙サル現の寒冷 ･R･放下における体温調節反応を比

較し,敗色環境および系統との関係を考究する.

2) ニホンザルの温度航応に関する研究

大沢 折 ･DJi･文夫

原 文江1)

体温調節反応,ノルアドレナl)ソ反応性,E旨Tf机戒等

の季節的変化を調べる｡

3) ニホンザル野性群における蒋冷適応の研兜

大沢 折 ･原 文江t)

志rt市原地獄谷A郡について捕捉総合調並を行った｡

4) 妊娠,分娩,庄脚 .ht･の卵管,子宮活動に関するTE気

生理学的研究

大仏 7LJ7･竹中鬼子2)

分娩を践転として,内生Wl掛 中.柑 こ子宮の白光筋TE

1) 教務職El
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